
首　
都　
圏　
の　
三　
つ　
の　
環　
状　
道　
路　

に　
つ　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　
計　
画　
延　
長　

に　
対　
す　
る　
供　
用　
延　
長　
が　
約　
２　

割　
に　
し　
か　
達　
し　
て　
い　
な　
い　
と　
い　

う　
、　
大　
変　
残　
念　
な　
こ　
と　
に　
な　
っ　

て　
い　
る　
と
思　
い　
ま
す　
。　

私　
は　
、　
今　
ま　
で　
33  
年　
間　
凍　
結　

さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
の　
現　
状　
は　
、　
や　

は　
り　
都　
市　
計　
画　
自　
体　
の　
手　
続　

き　
が　
一　
方　
的　
で　
あ　
っ　
た　
の　
で　
は　

な　
い　
か
な
と
思　
い　
ま
す　
。　

考　
え　
て　
み　
れ　
ば　
、　
や　
は　
り　
こ　

の　
都　
市　
計　
画　
を　
一　
方　
的　
に　
住　

民　
の　
話　
し　
合　
い　
が　
な　
く　
て　
線　

引　
き　
し　
た　
こ　
と　
自　
体　
に　
も　
反　

省　
す　
る　
べ　
き　
点　
は　
あ　
っ　
た　
と　
思　

い　
ま
す　
。　

大　
変　
住　
民　
の　
中　
に　
も　
御　
不　

便　
を　
お　
か　
け　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　

こ　
と　
を　
、　
本　
当　
に　
私　
は　
遺　
憾　
な　

こ　
と　
だ　
と
思　
っ　
て　
お　
り
ま
す　
。　

私　
は　
４　
月　
13
日　
、　
外　
環　
の　
関　

越　
道　
か　
ら　
東　
名　
高　
速　
ま　
で　
の　

間　
に　
つ　
い　
て　
、　
地　
下　
構　
造　
へ　
の　
具　

体　
的　
イ　
メ　
ー　
ジ　
と　
な　
る　
計　
画　
の　

た　
た　
き　
台　
を　
東　
京　
都　
と　
と　
も　

に　
取　
り　
ま　
と　
め　
て　
公　
表　
し　
た　

と　
こ　
ろ　
で　
ご　
ざ　
い　
ま
す　
。　

こ　
れ　
を　
も　
と　
に　
、　
住　
民　
の　
皆　

さ　
ん　
方　
の　
御　
意　
見　
を　
聞　
い　
て　
、　

こ　
れ　
を　
計　
画　
の　
中　
に　
取　
り　
入　

れ　
て　
い　
き
た　
い　
。　

ま　
ず　
住　
民　
の　
皆　
さ　
ん　
方　
の　
い　

ろ　
い　
ろ　
な　
御　
意　
見　
を　
い　
た　
だ　
く　

と　
い　
う　
こ　
と　
が　
大　
事　
な　
こ　
と　
で　

ご　
ざ　
い　
ま
す　
。　

そ　
う　
い　
う　
意　
味　

で　
、　
私　
は　
原　
点　
に　

立　
ち　
戻　
っ　
て　
、　
よ　

り　
多　
く　
の　
皆　
さ　
ん　

方　
と　
話　
し　
合　
い　
の　

場　
を　
設　
置　
し　
ま　

し　
て　
、　
そ　
こ　
で　
多　

く　
の　
皆　
さ　
ん　
の　
御　

意　
見　
を　
聞　
い　
て　
、　

そ　
し　
て　
一　
日　
も　
早　

く　
30  
年　
を　
取　
り　

戻　
す　
よ　
う　
な　
新　

た　
な　
出　
発　
点　
を　

皆　
さ　
ん　
の　
こ　
の　
話　

し　
合　
い　
の　
場　
か　
ら　

出　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　

た　
い　
、　
そ　
う　
願　
っ　
て　

お　
り
ま
す　
。　

よ　
う　
や　
く　
と　
い　
う　
感　
じ　
が　
い　

た　
し　
ま　
す　
け　
れ　
ど　
も　
、　
こ　
れ　
が　

大　
き　
な　
タ　
ー　
ニ　
ン　
グ　
ポ　
イ　
ン　
ト　

に　
な　
る　
と
思　
っ　
て　
い　
ま
す　
。　

35
年
間
こ　
の
問
題
を
放
置

し　
て　
き
た　
こ　
と　
で
、　
な　
に　
か

と
地
元　
の
方
々　
に　
、　
そ
れ　
は

大
き
な
ご
迷
惑
を
か
け
た

と
思　
い　
ま
す
し
、　
都
知
事
と

し　
て
も
非
常
に
遺
憾
に
思　
い　

ま
す　
。　

都　
市　
計　
画　
が　
あ　
る　
ん　
だ　
か　

ら　
、　
例　
え　
ば　
鉄　
筋　
の　
家　
に　
し　
よ　

う　
と　
思　
っ　
て　
も　
ど　
う　
し　
よ　
う　
も　

出　
来　
な　
い　
。　
そ　
う　
い　
う　
状　
況　
が　

続　
い　
て　
き　
た　
わ　
け　
で　
、　
そ　
こ　
で　

生　
活　
す　
る　
方　
に　
と　
っ　
て　
は　
人　
生　

の　
設　
計　
が　
、　
住　
宅　
に　
関　
し　
て　
は　

た　
た　
な　
い　
状　
況　
が　
続　
い　
て　
き　
た　

わ　
け　
で　
す　
。　
だ　
か　
ら　
行　
政　
は　
も　

っ　
と　
深　
刻　
に　
自　
分　
の　
事　
と　
し　

て　
考　
え　
れ　
ば　
、　
こ　
う　
い　
う　
状　
況　

は　
も　
っ　
と　
早　
く　
反　
省　
さ　
れ　
た　
ん　

じ　
ゃ　
な　
い　
か　
と　
思　
う　
ん　
で　
す　
け　

れ
ど
も
。　

い　
ず　
れ　
に　
し　
ろ　
こ　
れ　
を　
タ　
ー　

ニ　
ン　
グ　
ポ　
イ　
ン　
ト　
に　
し　
て　
、　
外　

環　
道　
が　
整　
備　
さ　
れ　
れ　
ば　
、　
こ　

れ　
ま　
で　
関　
越　
道　
と　
東　
名　
高　
速　

間　
の　
移　
動　
に　
１　
時　
間　
以　
上　
か　

か　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
そ　
れ　
が　
、　

十　
数　
分　
に　
短　
縮　
で　
き　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
環　
七　
や　
環　
八　
の　
交　
通　

量　
が　
１　
割　
か　
ら　
２　
割　
減　
少　
す　

る　
な　
ど　
、　
周　
辺　
道　
路　
の　
混　
雑　

緩　
和　
の　
期　
待　
が　
出　
来　
ま　
す　
。　

さ　
ら　
に　
、　
こ　
の　
道　
路　
交　
通　
の　

速　
度　
が　
上　
が　
る　
こ　
と　
に　
よ　
っ　

て　
、　
大　
気　
汚　
染　
の　
改　
善　
や　
年　

間　
約　
3  
0  
0  
0

億　
円　
の　
経　
済　

効　
果　
と　
い　
う　
メ　
リ　
ッ　
ト　
も　
あ　

り
ま
す　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
の　
経　
緯　
か　
ら　
地　
元　

の　
方　
々　
に　
は　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
複　

雑　
な　
思　
い　
が　
あ　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　

が　
、　
都　
民　
全　
体　
に　
と　
っ　
て　
外　
環　

道　
の　
整　
備　
に　
よ　
る　
大　
き　
な　
プ　
ラ　

ス　
の　
効　
果　
と　
い　
う　
も　
の　
を　
十　
分　

念　
頭　
に　
置　
い　
て　
、　
積　
極　
的　
に　
話　

し　
合　
い　
に　
望　
ん　
で　
い　
た　
だ　
き　
た　

い　
と
思　
っ　
て　
お　
り
ま
す　
。　

こ　
の
国
会
審
議　
の
翌
日
、　

石
原
東
京
都　
知
事
は　
、　
定
例

記
者
会
見
に
臨
み　
、　
記
者　
の

質
問
に
対
し　
て
次　
の　
よ
う
な

見
解
を
発
表
し
ま
し
た
。　

東京外かく環状道路広報紙

扇国土交通大臣

石原東京都知事

(4)

扇
国
土
交
通
相　
が
参
議
院　
で　
答
弁

「
反
省　
す　
べ　
き
点
が　
あ　
っ　
た　
」　

外
環
に　
つ　
い　
て
、　
扇
大
臣
が
国
会
答
弁　
・　
石
原
都
知
事
が
記
者
会
見

「
地
元
に　
お
か
け
し
た
迷
惑
、　

都
知
事
と　
し　
て
誠
に
遺
憾
」　

石
原
都
知
事
、　
記
者
会
見　
で　
の　
発
言 ●主な経緯

平成10年3月

平成11年10月

12月

平成12年4月

平成13年1月

平成13年4月

5月

5月～6月

6月～7月

東京都が建設省・関係区市からなる「東京外かく環状道路とまちづ

くりに関する連絡会」を設置

東京都知事、武蔵野市、練馬区の現地を視察

東京都知事、都議会定例会で「自動車専用部の地下化を基本として

計画の具体化について取り組む」ことを表明

東京外かく環状道路に関する地元団体との話し合いを開始

国土交通大臣、三鷹市、武蔵野市の現地を視察。三鷹市では東京

都知事が同行

国土交通省と東京都が外環計画の「たたき台」を公表

参議院国土交通委員会で国土交通大臣が遺憾の意を表明

国 土 交 通 省 と 東 京 都 が 外 環 計 画 の 「 た た き 台 」 に つ い て

説明会を実施

国土交通省と東京都が相談所を開設

扇　
大　
臣　
は　
今　
年　
1
月　
、　
外　
環　
（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
高　
速　
間　
）　
計　
画　
予　
定　
地　
の　
2
カ　
所　
を　
視　
察　

し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
こ　
と　
が　
5
月　
の　
国　
会　
で　
も　
と　
り　
あ　
げ　
ら　
れ　
、　
扇　
大　
臣　
は　
「　
話　
し　
合　
い　
の　
場　
を　

設
置
し　
た　
い
」　
な
ど
と
答
弁
し　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
こ　
の　
答　
弁　
に　
つ　
い　
て　
石　
原　
東　
京　
都　
知　
事　
は　
、　
記　
者　
会　
見　
で　
「　
こ　
れ　
は　
大　
き　
な　
タ　
ー　
ニ　
ン　

グ　
ポ　
イ　
ン　
ト
に　
な　
る
」　
と
発
言
し
ま
し
た
。　

扇
大
臣　
の　
答
弁　

（
要
旨
）　

石
原
都
知
事　
の　
発
言　

（
要
旨
）　

外環計画の「たたき台」は、パンフレッ トと
ホームページでご覧になれます。

さ　
る　
5
月　
24
日　（　
木　
）　、　
参　
議　

院　
国　
土　
交　
通　
委　
員　
会　
で　
松　
谷　

蒼　
一　
郎　
議　
員　
か　
ら　
、　
扇　
大　
臣　
に　

対　
し　
て　「　
外　
環　
都　
内　
区　
間　
の　
取　

り　
組　
み　
」　
等　
に　
関　
す　
る　
質　
問　
が　

あ
り
ま　
し　
た　
。　

扇　
大　
臣　
は　
質　
問　
に　
対　
し　
て　
、　

次　
の　
よ　
う　
に
答
弁
し
ま　
し　
た　
。　

■パンフレット請求先

国土交通省関東地方整備局 川崎国道工事事務所 調査第一課
神奈川県川崎市高津区梶ヶ谷2-3-3  〒213-8577
電話＆ファックス 044-888-6417（外環専用ダイヤル）

東京都都市計画局 施設計画部 外かく環状道路担当
東京都新宿区西新宿2-8-1  〒163-8001
電話 03-5388-3279（直通）／ファックス 03-5388-1354

部署名　　　　　　　　　 電話番号

練馬区　　　都市整備部交通企画担当課　03（3993）1111（代表）

杉並区　　　都市整備部都市計画課　 03（3312）2111（代表）

武蔵野市　　都市開発部計画課 0422（51）5131（代表）

三鷹市　　　都市整備部都市計画課　　 0422（45）1151（代表）

調布市　　　都市整備部街づくり推進課 0424（81）7111（代表）

狛江市　　　都市建設部計画課 03（3430）1111（代表）

世田谷区　　建設住宅部土木調整課　　 03（5432）1111（代表）

■ 外環に関する国土交通省の

ホームページとメールアドレス
ホームページ http://www.ktr.mlit.go.jp/kawakoku/gaikan/
e－mailアドレス kawakb６０@ktr.mlit.go.jp

■ 外環に関する東京都の

ホームページとメールアドレス
ホームページ http://www.toshikei.metro.tokyo.jp/douro/
e－mailアドレス S００００１７９@section.metro.tokyo.jp

■７区市の窓口でも配布しています

国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　

都　
で　
は　
、　「　
た　
た　
き　
台　
」　の　

公　
表　
と　
説　
明　
会　
の　
開　
催　

以　
後　
、　
６　
月　
中　
旬　
か　
ら　
７　

月　
下　
旬　
ま　
で　
の　
間　
、　
相　
談　

所
を
設
置
し
ま　
し　
た　
。　

相　
談　
コ　
ー　
ナ　
ー　
は　
、　
外　

環　
の　
全　
般　
に　
関　
す　
る　
説　

明　
を　
行　
う　
た　
め　
に　
開　
設　

し　
、　
臨　
時　
出　
張　
相　
談　
窓　

口　
は　
外　
環　
に　
関　
連　
し　
た　

個　
別　
の　
ご　
相　
談　
を　
お　
受　

け　
す　
る　
た　
め　
に　
設　
置　
し　

た
も　
の　
で
す　
。　

相　
談　
コ　
ー　
ナ　
ー　
は　
、　

練　
馬　
区　
、　
調　
布　
市　

（　
2  

カ　
所　
）　
、　
世　
田　
谷　

区　
の　
計　
4  

カ　
所　
に　
設　

置　
さ　
れ　
、　
臨　
時　
出　
張　

相　
談　
窓　
口　
は　
、　
練　
馬　

区　
（　
2  

カ　
所　
）　、　
杉　
並　

区　
、　
三　
鷹　
市　
（　
3  

カ　

所　
）　
、　
調　
布　
市　
、　
狛　

江　
市　
、　
世　
田　
谷　
区　
の　

計　
9  

カ　
所　
に　
設　
置　
さ　

れ
ま
し
た
。　

相　
談　
所　
に　
は　
、　
計　

画　
の　
詳　
細　
、　
今　
後　
の　

予　
定　
な　
ど　
さ　
ま　
ざ　
ま　

な　
疑　
問　
や　
課　
題　
を　
抱　

え　
る　
延　
べ　
約　
2

百　
人　

の　
方　
々　
に　
お　
い　
で　
い　

た　
だ　
き　
、　
国　
土　
交　
通　

省　
と　
東　
京　
都　
の　
担　
当　

者　
が　
相　
談　
を　
お　
受　
け　

し
ま
し
た
。　

前　
号　
（　
平　
成　
13
年　
４　
月　
発　

行
）　
で　
お
知
ら
せ　
し
た
と
お

り
、　
去
る　
４
月　
13
日
に
国
土

交
通
省
と
東
京
都
は　
、　
外
環　

（
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、　
関

越
道
〜
東
名
高
速
間
、　
約　
16  

km  
）　
計
画　
の　
「
た
た
き
台
」　
を

公
表
し
ま
し
た
。　
計
画　
の　

「
た
た
き
台
」　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
パ　

ン　
フ　
レ　
ッ　
ト
を
作
成　
・　
配
布
す

る
と
と
も　
に　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　

（　

）　
に　
も　
掲　
載　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　な　

お　
、　「　
た　
た　
き　
台　
」　の　
パ　
ン　
フ　

レ　
ッ　
ト　
を　
ご　
希　
望　
の　
方　
は　
、　
国　

土　
交　
通　
省　
川　
崎　
国　
道　
工　
事　
事　

務　
所　
（　
電　
話　
０　
４　
４　
‐　
８　
８　
８　

‐　
６　
４　
１　
７　
）　、　
あ　
る　
い　
は　
東　
京　

都　
都　
市　
計　
画　
局　
外　
か　
く　
環　
状　

道　
路　
担　
当　
（　
電　
話　
０　
３　
‐　
５　
３　

８　
８　
‐　
３　
２　
７　
９　
）　ま　
で　
ご　
連　
絡　

下　
さ　
い　
。　

今　
回　
開　
催　
さ　
れ　
た　
説　
明　
会　

は　
、　
住　
民　
の　
皆　
さ　
ん　
に　「　
た　
た　
き　

台　
」　の　
内　
容　
を　
直　
接　
説　
明　
す　
る　

と　
共　
に　
、　
皆　
さ　
ん　
の　
ご　
意　
見　
を　

お　
聞　
き　
す　
る　
た　
め　
の　
も　
の　
で　
す　
。　

「
計
画
づ　
く　
り　
」　
に

反
映
す　
る　
た　
め　
に

説　
明　
会　
は　
調　
布　
市　
を　
は　
じ　

め　
、　
杉　
並　
区　
、　
三　
鷹　

市　
（　
2  
カ　
所　
）　
、　
武　
蔵　

野　
市　
、　
狛　
江　
市　
、　
世　

田　
谷　
区　
、　
練　
馬　
区　（　
3  

カ　
所　
）　で　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　

午　
後　
7  
時　
か　
ら　
約　
２　

時　
間　
開　
催　
し　
ま　
し　
た　
。　

会　
場　
と　
な　
っ　
た　
小　
、　

中　
学　
校　
の　
体　
育　
館　
に　

は　
、　
毎　
回　
数　
百　
名　
の　

方　
々　
が　
参　
加　
さ　
れ　
、　

参　
加　
者　
は　
延　
べ　
約　
３　

千　
人　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

説　
明　
は　
、　
国　
土　
交　

通　
省　
関　
東　
地　
方　
整　
備　

局　
笹　
森　
川　
崎　
国　
道　
工　

事　
事　
務　
所　
長　
、　
伊　
藤　

調　
査　
第　
一　
課　
長　
、　
東　

京　
都　
都　
市　
計　
画　
局　
成　

田　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　

担　
当　
部　
長　
、　
石　
橋　
課　

長
が
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

各　
説　
明　
会　
で　
は　
、　

冒　
頭　
、　
成　
田　
部　
長　
と　
笹　
森　
所　

長　
が　
挨　
拶　
を　
し　
、　
そ　
の　
中　
で　
、　

こ　
れ　
ま　
で　
の　
経　
緯　
を　
確　
認　
す　

る　
と　
と　
も　
に　
、　「　
計　
画　
の　
初　
期　

の　
段　
階　
か　
ら　
皆　
さ　
ん　
の　
ご　
意　
見　

を　
お　
聞　
き　
し　
て　
、　
計　
画　
づ　
く　
り　

に　
反　
映　
さ　
せ　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
思　

い　
ま
す
」　
と
述　
べ　
ま　
し　
た　
。　

続　
い　
て　
ス　
ラ　
イ　
ド　
上　
映　
を　
行　

い　
、　「　
た　
た　
き　
台　
」　
の　
内　
容　
を　
説　

明
し
ま
し
た
。　

（　
1  
）　
ル　
ー　
ト　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
現　

在　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
さ　
れ　
て　
い　
る　

ル　
ー　
ト　
を　
基　
本　
に　
検　
討　
す　
る　
。　

（　
2  

）　
構　
造　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　
沿　
道　
環　
境　
へ　
の　

影　
響　
を　
考　
慮　
し　
、　
現　

計　
画　
を　
地　
下　
構　
造　

に
変
更
す
る　
。　

（　
3  

）　ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　

に　
つ　
い　
て　
は　
外　
環　
が　

関　
越　
道　
、　
中　
央　
道　
、　

東　
名　
高　
速　
と　
交　
差　
す　

る　
3  

カ　
所　
に　
設　
置　

し　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　

ジ　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
地　
域　

の　
意　
向　
や　
交　
通　
状　
況　

を　
考　
慮　
し　
、　
設　
置　
の　

有　
無　
を　
含　
め　
て　
検　
討　

す　
る　
。　

（　
4  
）　
地　
上　
部　
の　
利　
用　

に　
つ　
い　
て　
は　
、　
そ　
れ　
ぞ　

れ　
地　
域　
の　
実　
状　
や　
地　
域　
の　
意　

向　
等　
に　
合　
わ　
せ　
て　
検　
討　
す　
る　

た　
め　
に　
メ　
ニ　
ュ　
ー　
を
示
す　
。　

（　
5  
）　
環　
境　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
十　
分　
な　

現　
地　
調　
査　
と　
予　
測　
や　
評　
価　
を　

行　
い　
、　
地　
域　
へ　
の　
影　
響　
が　
最　
小　

限　
に　
な　
る　
よ　
う　
に　
努　
め　
る　
。　

の　
5  
つ　
の　
ポ　
イ　
ン　
ト　
を　
説　
明　
し　

ま
し
た
。　

進
め
方
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

情
報　
の
共
有

意
見　
の
把
握

意
見　
の
公
表

意
見　
の
反
映

の　
4

本　
柱　
に　
よ　
っ　
て　
行　
う　
こ　
と　

を
説
明
し
ま
し
た
。　

そ　
の　
後　
、　
ご　
来　
場　
の　
皆　
さ　
ん　

と　
の　
質　
疑　
応　
答　
や　
意　
見　
交　
換　

を
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

ご
要
望
に
応
え
て

個
別
の
説
明
会
開
催

町　
内　
会　
、　
商　
店　
街　
な　
ど　
の　

住　
民　
団　
体　
か　
ら　
の　
ご　
要　
望　
に　

よ　
る　
個　
別　
の　
説　
明　
会　
を　
こ　
れ　

ま
で　
に　
７
回
行　
い　
ま
し
た
。　

今　
後　
説　
明　
会　
を　
ご　
希　
望　
の　

団　
体　
の　
方　
々　
は　
、　
区　
市　
の　
担　

当　
窓　
口　
ま　
で　
ご　
連　
絡　
下　
さ　
い　
。　

国
土
交
通
省
と
東
京
都

の
担
当
者
が
説
明
に
う
か

が　
い
ま
す
。　
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説
明
会
は　
10  
カ　
所　
で
開
催
、　
延　
べ　
約　
３　
千
人
が
参
加

相
談
所
は　
13  
カ　
所　
で
開
設
、　
延　
べ　
約　
2
百
人
が
来
訪

関越道～
東名高速間

■説明会の開催結果

国土交通省
東　京　都

前　
号　
の　
「　
外　
環　
ジ　
ャ　
ー　
ナ　
ル　
」　
No
４　
（　
平　
成　
13
年　
４　
月　
発　
行　
）　
で　
お　
知　
ら　
せ　
し　
た　
外　
環　
計　
画　
の　
「　
た　

た　
き　
台　
」　
に　
つ　
い　
て　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　
都　
は　
説　
明　
会　
を　
5
月　
28
日　
（　
月　
）　
〜　
6
月　
13
日　
（　
水　
）　
に　

関
係
７
区
市　
で
開
催
し　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
６
月
か　
ら　
７
月
に　
か　
け　
て　
、　
相
談
所
を
開
設
し　
ま　
し　
た　
。　

外環計画の「たたき台」説明会（三鷹市立第五小学校）

延
べ　
約
2
百
人
が
、

個
別
の
相
談
に
訪
れ
る

相談コーナー、臨時出張相談窓口を設置（6月1 8日～7月3 0日）

開 催 日

5月 2 8日（月）

5月 2 9日（火）

5月 3 0日（水）

5月 3 1日（木）

6月 6日（水）

6月 7日（木）

6月 8日（金）

6月 1 1日（月）

6月 1 2日（火）

6月 1 3日（水）

会　場

調布市立第八中学校

杉並区立桃井第四小学校

三鷹市立北野小学校

武蔵野市立第三小学校

三鷹市立第五小学校

狛江市立狛江第五小学校

世田谷区立砧中学校

練馬区立上石神井小学校

練馬区立石神井中学校

練馬区立三原台中学校

出席者人数

約350人

約300人

約230人

約220人

約290人

約160人

約410人

約320人

約320人

約370人

調布市金子地域福祉センターの相談所

■相談所を開設しました
（6月18日～7月30日）

外　
環　
計　
画　
の　
「　
た　
た　
き　
台　
」　
に　
つ　
い　
て　

「　
説　
明　
会　
」　
と　
「　
相　
談　
所　
」　
開　
設　

調布市立第八中学校

練馬区石神井区民館

調布市金子地域福祉センター

調布市緑ヶ丘地域福祉センター

世田谷区砧総合支所

練馬区東大泉区民館

練馬区上石神井区民館

杉並区旧上井草出張所

三鷹市井の頭コミュニティ・センター

三鷹市牟礼コミュニティ・センター

三鷹市新川中原コミュニティ・センター

調布市金子地域福祉センター

狛江市役所内

世田谷区砧総合支所

相談コーナー

臨時出張相談窓口
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必　
要　
性　
に　
つ　
い　
て　

の　
ご　
意
見

◎　

日　
本　
は　
少　
し　
利　
便　
性　
だ　
け　
を　

追　
い　
掛　
け　
過　
ぎ　
で　
あ　
り　
、　
こ　

れ　
で　
良　
い　
か　
と　
い　
う　
原　
点　
を　

も　
う　
少　
し　
逆　
戻　
り　
し　
て　
考　

え　
る　
べ　
き　
で　
は　
な　
い　
か　
。　

（
武
蔵
野
第
三
小
）

◎　

原　
点　
に　
戻　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　

は　
、　
道　
路　
の　
必　
要　
性　
に　
つ　
い　

て　
議　
論　
す　
る　
と　
こ　
ろ　
か　
ら　
始　

め　
な
け
れ　
ば　
な
ら　
な　
い　
。　

（
練
馬
上
石
神
井
小
）

●　

原　
点　
と　
は　
何　
か　
、　
白　
紙　
撤　
回　

し　
て　
道　
路　
の　
必　
要　
性　
か　
ら　
話　

し
合
う　
べ　
き　
。　（

三
鷹
北
野
小
）

○　

こ　
の　
計　
画　
の　
原　
点　
と　
は　
何　
か　
。　

「　
た　
た　
き　
台　
」　の　
位　
置　
付　
け　
を　

明
確
に
し
て
ほ
し
い
。　

（
三
鷹
市
井　
の　
頭　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
・　

セ　
ン　
タ　
ー　
）

◎　

渋　
滞　
解　
消　
に　
つ　
い　
て　
、　
必　
ず　
し　

も　
道　
路　
を　
作　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　

だ　
け　
で　
な　
く　
、　
必　
要　
性　
の　
有　

無　
か　
ら　
検
討　
し　
て　
ほ
し　
い　
。　

（
杉
並
桃
井　
第
四
小
）

◎　

外　
環　
が　
で　
き　
る　
と　
予　
想　
さ　
れ　

る　
何　
十　
年　
後　
か　
の　
ビ　
ジ　
ョ　
ン　

は　
ど　
う　
な　
っ　
て　
、　
ど　
う　
必　
要　

性
を
考
え　
て　
い　
る　
の　
か　
。　

（
調
布
第
八
中
）

●　

圏　
央　
道　
と　
中　
央　
環　
状　
が　
出　
来　

れ　
ば　
、　
都　
心　
部　
へ　
の　
通　
過　
交　

通　
の　
流　
入　
防　
止　
は　
外　
環　
の　
必　

要
性　
の　
理
由　
に　
な　
ら　
な　
い　
。　

（
練
馬
石
神
井
中
）

○　

必　
要　
性　
を　
具　
体　
的　
デ　
ー　
タ　
で　

示　
し　
て　
ほ
し　
い　
。　

（
杉
並
区
旧
上
井
草
出
張
所
）　

◎　

環　
境　
面　
、　
交　
通　
へ　
の　
影　
響　
等　

か　
ら　
外　
環　
は　
問　
題　
が　
あ　
る　
。　

渋　
滞　
解　
消　
は　
自　
動　
車　
の　
総　
量　

規　
制　
や　
低　
公　
害　
車　
の　
普　
及　
促　

進　
の　
方　
が　
望
ま　
し　
い　
。　

（
三
鷹
第
五
小
）

●　

道　
路　
を　
作　
る　
こ　
と　
だ　
け　
で　
解　

決　
し　
な　
い　
。　
多　
く　
の　
問　
題　
を　
、　

根　
本　
か　
ら　
考　
え　
直　
し　
、　
ク　
ル　

マ　
の　
使　
用　
の　
制　
限　
等　
、　
今　
あ　

る　
も　
の　
を　
、　
知　
恵　
を　
持　
っ　
て　

考　
え　
直　
し　
、　
使　
用　
す　
る　
こ　
と　

を
考
え　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
三
鷹
第
五
小
）

計
画　
の
内
容　
に

つ　
い　
て　
の　
ご　
意
見

◎　

外　
環　
を　
環　
八　
の　
下　
に　
通　
す　

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
杉
並
桃
井
第
四
小
）

◎　

東　
名　
高　
速　
以　
南　
を　
考　
え　
ず　

に　
、　
な　
ぜ　
関　
越　
道　
か　
ら　
東　
名　

高　
速　
間　
の　
問　
題　
だ　
け　
を　
考　
え　

る　
の　
か　
。　
そ　
ん　
な　
断　
片　
し　
か　

見　
て　
い　
な　
い　
よ　
う　
な　
こ　
と　
で　
、　

道
路
行
政　
が　
で　
き　
る　
の　
か　
。　

（
世
田
谷
砧
中
）

◎　

ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
の　
部　
分　
は　

シ　
ー　
ル　
ド　
工　
法　
で　
は　
で　
き　
な　

い　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
が　
、　
最　

低　
限　
の　
部　
分　
を　
開　
削　
工　
法　
で　

や　
っ　
て　
大　
部　
分　
を　
シ　
ー　
ル　
ド　
工　

法　
で　
や　
れ　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
。　

（
世
田
谷
砧
中
）

●　

極　
力　
、　
シ　
ー　
ル　
ド　
構　
造　
部　
分　

を　
長　
く　
、　
開　
削　
ボ　
ッ　
ク　
ス　
部　

分
を
短
く
す
る　
よ
う
望
む
。　

（
三
鷹
第
五
小
）

◎　

ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
が
イ　
メ　
ー
ジ　

で
き
る
具
体
的
な
図
が
必

要
で
あ
る
。　（

調
布
第
八
中
）

◎　

イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
が　
一　
般　
道　

路　
に　
接　
続　
さ　
れ　
た　
ら　
、　
ど　
の　

よ　
う
な
影
響　
が　
あ　
る　
の　
か　
。　

（
狛
江
第
五
小
）

●　

外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
の　
イ　
ン　
タ　

ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
は　
必　
要　
な　
く　
、　
高　

速　
道　
の　
迂　
回　
道　
路　
の　
特　
性　
を　

考　
え　
て　
も　
各　
高　
速　
道　
路　
を　
直　

接　
結　
ん　
で　
都　
内　
の　
交　
通　
量　
を　

削
減
す　
る　
こ　
と　
が　
出
来　
る　
。　

（
世
田
谷
砧
中
）

●　

地　
域　
住　
民　
の　
利　
用　
価　
値　
を　

よ　
り　
高　
め　
る　
た　
め　
、　
車　
の　
分　

散　
化　
に　
よ　
っ　
て　
、　
渋　
滞　
緩　
和　

を　
図　
る　
た　
め　
、　
５　
つ　
の　
イ　
ン　

タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ
を
実
現
し　
て　

ほ
し　
い　
。　

（
練
馬
石
神
井
中
）

○　

ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
も　
一　
緒　
に　
地　

下
化　
し　
て　
ほ
し　
い　
。　

（
三
鷹
市
井　
の　
頭　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
・　

セ　
ン　
タ　
ー　
）　

○　

イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
を　
つ　
く　

る　
、　
つ　
く　
ら　
な　
い　
は　
ど　
の　
よ　

う　
に　
決　
め　
る　
の　
か　
。　
住　
民　
の　

声　
を　
聞　
く　
場　
合　
、　
影　
響　
を　
受　

け　
る　
人　
の　
意　
見　
を　
十　
分　
尊　

重
し　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
調
布
市
金
子
地
域
福
祉　

セ　
ン　
タ　
ー　
）　

○　

地　
上　
部　
の　
利　
用　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　
住　
み　
や　
す　
い　
、　
使　
い　
や　

す　
い　
、　
安　
全　
性　
の　
あ　
る　
環　
境　

に　
重　
視　
し　
た　
計　
画　
に　
し　
て　

ほ
し　
い　
。　

（
杉
並
区
旧
上
井
草
出
張
所
）　

環
境　
に　
つ　
い　
て　
の　

ご　
意
見

◎　

公　
害　
に　
つ　
い　
て　
は　
地　
下　
方　
式　

に　
し　
て　
も　
、　
根　
本　
的　
に　
は　

変　
わ　
ら　
な　
い　
と　
思　
わ　
れ　
、　
排　

ガ　
ス　
の　
害　
を　
で　
き　
る　
だ　
け　

減　
ら　
す　
工　
夫　
を　
す　
る　
と　
い　

う　
が　
、　
十　
分　
に　
納　
得　
で　
き　

な　
い　
。　

（
武
蔵
野
第
三
小
）

◎　

地　
下　
化　
に　
し　
た　
場　
合　
、　
地　

下　
水　
脈　
を　
傷　
つ　
け　
な　
い　
方　

向　
で　
こ　
の　
よ　
う　
な　
大　
規　
模　

な　
地　
下　
工　
事　
の　
道　
路　
が　
で　

き
る　
の　
か　
。　

（
武
蔵
野
第
三
小
）

●　

最　
先　
端　
技　
術　
を　
使　
用　
し　
、　
環　

境　
問　
題　
等　
へ　
の　
影　
響　
を　
最　
小　

限　
に　
お　
さ　
え　
る　
計　
画　
で　
実　
施　

し　
て　
ほ
し　
い　
。　（

三
鷹
北
野
小
）

○　

行
政
は
現
在
の
開
削
ボ　
ッ　
ク　

ス
工
法
で
水
脈
破
壊
、　
水
位

低
下
に
よ　
る
井
戸
の
枯
渇

を
知
り
な
が
ら
住
民
の
反

対
を
避
け
る
た
め　
に　
こ　
れ
ら　

の
悪
影
響
を
伏
せ　
て
着
工

す
る　
の　
か　
。　

（
杉
並
区
旧
上
井
草
出
張
所
）　

○　

シ　
ー　
ル　
ド
工
事　
の　
際
、　
騒

音　
・　
振
動
な
ど　
の　
影
響
は　
な　

い　
の　
か　
。　

（
練
馬
区
上
石
神
井
区
民
館
）　

◎　

シ　
ー　
ル　
ド　
工　
法　
で　
工　
事　
に　
入　

っ　
た　
場　
合　
、　
地　
上　
に　
対　
し　
て　

ど　
れ　
く　
ら　
い　
の　
幅　
に　
影　
響　
を　

も　
た　
ら　
す　
の　
か　
に　
つ　
い　
て　
、　
説　

明
し　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
練
馬
石
神
井
中
）　

◎　

生　
活　
道　
路　
に　
車　
が　
通　
り　
生　

活　
を　
脅　
か　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
、　

外　
環　
を　
き　
っ　
か　
け　
に　
「　
産　
業　

道　
路　
・　
生　
活　
道　
路　
・　
通　
学　
路　
」　

を
明
確
に
し　
て
ほ
し　
い　
。　

（
練
馬
石
神
井
中
）

●　

制　
約　
の　
あ　
る　
土　
地　
に　
住　
ん　
で　

い　
る　
住　
民　
の　
こ　
と　
を　
考　
え　
て　

必　
要　
な　
も　
の　
は　
充　
分　
な　
補　

償　
の　
う　
え　
、　
早　
急　
に　
す　
す　
め　

る　
こ　
と
。　

（
調
布
第
八
中
）

○　

仮　
に　
シ　
ー　
ル　
ド　
工　
法　
で　
行　
う　

と　
し　
て　
自　
分　
の　
家　
が　
立　
退　

き　
不　
要　
と　
な　
っ　
た　
と　
し　
て　
も　

振　
動　
、　
沈　
下　
な　
ど　
の　
問　
題　
は　

あ
る　
の　
か　
。　

（
練
馬
区
東
大
泉
区
民
館
）

進　
め　
方　
に　
つ　
い　
て　

の　
ご
意
見

◎　

全　
体　
ス　
ケ　
ジ　
ュ　
ー　
ル　
を　
教　
え　
て　

も
ら　
い　
た　
い　
。　（

三
鷹
北
野
小
）

説
明
会
、　
相
談
所
へ

来
場
・
来
訪
さ
れ
た
方
々
の
発
言
と　
コ　
メ　
ン　
ト

説
明
会
、　
相
談
所
な
ど　
で
の
代
表
的
な　
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す

説　
明　
会　
で　
は　
質　
疑　
応　
答　
で　
、　
多　
く　
の　
方　
々　
の　
ご　
意　
見　
を　
う　
か　

が　
い　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
会　
場　
入　
口　
で　
配　
布　
し　
た　
「　
コ　
メ　
ン　
ト　
カ　
ー　

ド
」
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

相　
談　
所　
で　
は　
国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　
都　
の　
担　
当　
者　
が　
相　
談　
に　
来　

訪
さ
れ
た
方
か
ら
直
接
ご
意
見
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

な
お
、
意
見
の
頭
に
つ
い
て
い
る
◎

は
説
明
会
で
の
ご
発

言
、
●

は
コ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
で
の
ご
意
見
、
○

は
相
談
所
に
お

け
る
ご
意
見
で
す
。

外環（関越道～東名高速間）についてはさまざまな方法で

皆さんのご意見を把握し、計画づくりに反映させていきます。

◎　

外　
環　
計　
画　
上　
に　
家　
が　
あ　
り　
、　

す　
ぐ　
に　
移　
転　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　

ら　
な　
い　
か　
不　
安　
を　
感　
じ　
、　
い　

つ　
ま　
で　
に　
作　
ろ　
う　
と　
し　
て　
い　

る　
の　
か　
明　
確　
に　
し　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
武
蔵
野
第
三
小
）

◎　

抽　
象　
的　
な　
言　
葉　
ば　
か　
り　
で　

な　
く　
、　
も　
っ　
と　
必　

要　
性　
に　
つ　
い　
て　
具　

体　
的　
に　
示　
し　
て　

ほ
し　
い　
。　

（
杉
並
桃
井
第
四
小
）　

◎　

メ　
リ　
ッ　
ト　
も　
デ　
メ　

リ　
ッ　
ト　
も　
き　
ち　
ん　

と　
フ　
ェ　
ア　
に　
出　
し　

て　
、　
き　
ち　
ん　
と　
評　

価　
し　
た　
り　
、　
議　
論　

し　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
練
馬
三
原
台
中
）

●　

今　
回　
の　
説　
明　
会　
で　
、　
何　
故　
外　

環　
が　
必　
要　
か　
？　
の　
説　
明　
が　

全
く　
な　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
。　

（
三
鷹
北
野
小
）

●　

も　
っ　
と　
具　
体　
的　
な　
プ　
ラ　
ン　
を　

出　
し　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
杉
並
桃
井　
四
小
）

○　

ル　
ー　
ト　
・　
構　
造　
の　
詳　
細　
図　
、　

具　
体　
計　
画　
を　
早　
く　
示　
し　
て　

ほ　
し　
い　
。　

（
三
鷹
市
井　
の　
頭　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
・　

セ　
ン　
タ　
ー　
）　

○　

広　
報　
に　
つ　
い　
て　
、　
地　
権　
者　
に　

対　
し　
て　
積　
極　
的　
に　
情　
報　
を　

公
表
し　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
杉
並
区
旧
上
井
草
出
張
所
）　

◎　

き　
め　
細　
か　
く　
説　
明　
す　
る　
機　

会　
を　
設　
け　
、　
住　
民　
意　
見　
を　
集　

約
し　
て
ほ
し　
い　
。　

（
世
田
谷
砧
中
）

◎　

こ　
の　
よ　
う　
な　
会　
場　
で　
出　
た　
意　

見　
に　
対　
し　
集　
約　
す　
る　
方　
法　

が　
あ　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
理　
解　

し　
て　
い　
い　
の　
か　
。　
ま　
た　
そ　
れ　
は　

ど　
の　
よ　
う
な
方
法
な　
の　
か　
。　

（
練
馬
石
神
井
中
）

●　

様　
々　
な　
視　
点　
か　
ら　
の　
客　
観　
的　

デ　
ー　
タ　
を　
提　
示　
し　
て　
「　
対　
話　

型　
計　
画　
づ　
く　
り　
」　
を　
徹　
底　
的　

に
行　
っ　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
三
鷹
第
五
小
）

●

情
報　
の　
共
有
は　
、　
一
方
的　

で　
あ　
っ　
て　
は
な
ら
な　
い　
し
、　

住
民　
の　
意
見
も
事
業
者
と

同　
レ　
ベ　
ル　
で
公
表
す　
べ　
き　
で　

あ
る
。　（

練
馬
上
石
神
井
小
）

◎

道
路
を
利
用
す
る
不
特
定

多
数
の
人
々　
で
は
な
く
、　

直
接
的
な
影
響
を
受
け

る
人
々
を
重
視
す　
べ　
き
で

あ
る
。　

（
三
鷹
第
五
小
）

◎

今
後
は
た
た
き
台
に　
つ　
い　

て
も　
っ　
と
練
り
、　
諸
問
題

に
対
し
ど　
の
辺
り
ま
で
解

決
で
き
る
か
を
書
き
込

み
、　
そ　
の
上
で
改
め　
て
意

見
を
聞
く
と　
い
う
機
会
を

設
け
て
も
ら　
い
た　
い　
。　

（
練
馬
三
原
台
中
）

用
地
補
償
等
に

つ
い
て
の
ご
意
見

○　

家　
を　
建　
て　
替　
え　
た　
く　
て　
も　

建　
築　
制　
限　
が　
か　
か　
っ　
て　
い　
る　
。　

売　
り　
た　
く　
て　
も　
建　
築　
制　
限　

の　
た　
め　
に　
買　
い　
手　
が　
な　
か　
な　

か　
見　
つ　
か　
ら　
な　
い　
の　
で　
、　
早　

く
買　
っ　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
三
鷹
市
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
）

○　

生　
活　
設　
計　
が　
立　
た　
ず　
迷　
惑　

し　
て　
い　
る　
の　
で　
、　
買　
収　
さ　
れ　

る　
の　
か　
、　
そ　
の　
ま　
ま　
住　
め　
る　

の　
か　
、　
ス　
ケ　
ジ　
ュ　
ー　
ル　
は　
ど　
う　

な　
る　
の　
か　
早　
く　
は　
っ　
き　
り　
し　

て　
ほ　
し　
い　
。　

（
調
布
市
金
子
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

○　

計
画
線
に　
か
か　
っ　
て　
い　
る　

が　
、　
相
続　
の
関
係
も
あ
り

早
く
処
分
し
た　
い　
。　

（
練
馬
区
石
神
井
区
民
館
）　

外
環　
の　
必
要
性
か
ら
検
討
方
法
ま　
で

幅
広　
い　
ご　
意
見
を
う
か
が　
い　
ま
し
た　
。　

「　
た　
た　
き　
台　
」　
を　
公　
表　
し　
て　
以　
来　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　
都　

へ　
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

こ　
こ　
で　
は　
、　
説　
明　
会　
や　
相　
談　
所　
で　
お　
受　
け　
し　
た　
ご　
意　
見　
・　
ご　

質　
問　
、　
説　
明　
会　
等　
で　
配　
布　
し　
た　
「　
コ　
メ　
ン　
ト　
カ　
ー　
ド　
」　
及　
び　

パ　
ン　
フ　
レ　
ッ　
ト　
に　
添　
付　
し　
た　
ハ　
ガ　
キ　
等　
に　
よ　
る　
ご　
意　
見　
の　
う　
ち　

代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す　
。　

な　
お　
全　
て　
の　
ご　
意　
見　
は　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　
都　
の　
ホ　
ー　
ム　

ペ　
ー
ジ　
で
紹
介
し　
て
い
ま
す　
。　

(2)

必　
要　
性　
に　
つ　
い　
て　

の　
ご　
意
見

絶
対
反
対
。　
今
迄
凍
結
し　

て　
い　
た　
の　
だ
か
ら　
こ　
の
ま
ま

白
紙
撤
回
し　
て
ほ
し　
い　
。　

（
三
鷹
市
　
男
性
）

外　
環　
道　
路　
建　
設　
に　
は　
反　
対　

す　
る　
。　
地　
下　
方　
式　
は　
地　
下　
水　

脈　
の　
寸　
断　
は　
避　
け　
ら　
れ　
な　
い　
。　

こ　
の　
地　
域　
の　
景　
観　
は　
大　
打　
撃　

を
う
け
る
と
確
信
す
る
。　

（
練
馬
区
　
男
性
）

外　
環　
は　
真　
に　
必　
要　
な　
も　
の　

な　
の　
か　
原　
点　
に　
戻　
っ　
て　
地　
域　

住　
民　
と　
よ　
く　
話　
し　
合　
う　
事　
が　

よ
い
の
で
は
？

（
練
馬
区
　
男
性
）

環　
八　
の　
日　
常　
的　
な　
混　
雑　
、　

大　
泉　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
に　
出　

入　
り　
す　
る　
車　
で　
周　
辺　
地　
域　
の　

環　
境　
が　
悪　
化　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　

を　
考　
え　
る　
と　
、　
外　
環　
の　
完　
成　

が
必
要　
で　
あ　
る　
。　

た
だ
し
、　
同
時
に
都
心
流

入
車
輌
に
対
す
る　
ロ　
ー
ド　
プ　

ラ　
イ　
シ　
ン　
グ　
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん　
で
ほ
し　
い　
。　

（
練
馬
区
　
男
性
）

都
内
の
混
雑
が
大
分
楽

に
な
る　
の　
で
は
な　
い　
か　
。　
ト　

ラ　
ッ　
ク
等
の
都
内
通
過
が
少

な
く
な
り
、　
排
気
ガ　
ス
も
都

内
か
ら
な
く
な
る
だ　
ろ
う
。　

大
賛
成
。　

（
練
馬
区
　
男
性
）

計
画　
の
内
容　
に

つ　
い　
て　
の　
ご　
意
見

高　
架　
道　
よ　
り　
、　
地　
下　
化　
さ　

れ　
た　
の　
が
良　
い　
。　

た　
だ　
し　
、　
地　
下　
水　
脈　
の　
破　

断　
、　
周　
辺　
地　
下　
地　
層　
環　
境　
の　

悪　
化　
、　
水　
脈　
、　
井　
戸　
水　
、　
湧　
水　

の　
変
化　
に
配
慮
す　
る　
こ　
と　
。　

ア　
セ　
ス　
評　
価　
、　
排　
気　
塔　
の　

問
題
あ
り　
。　

（
世
田
谷
区
　
男
性
）

３　
つ　
の　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
＋　

５　
つ　
の　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
は　
一　

般　
道　
の　
交　
通　
渋　
滞　
を　
招　
き　
、　

ま　
た　
、　
環　
境　
汚　
染　
の　
問　
題　
な　

ど　
が　
考　
え　
ら　
れ　
る　
こ　
と　
か　
ら　

避
け
る　
べ　
き
。　

排　
気　
ガ　
ス　
対　
策　
に　
つ　
い　
て　
住　

民　
が　
納　
得　
で　
き　
る　
よ　
う　
配　
慮　

願　
い　
た　
い　
。　（

調
布
市
　
男
性
）

５　
つ　
の　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
は　

必　
要　
だ　
と　
思　
う　
が　
そ　
の　
周　
辺　

の　
道　
路　
整　
備　
（　
渋　
滞　
等　
に　
つ　

い　
て　
）　
も　
き　
ち　
ん　
と　
や　
っ　
て　

下
さ
い
。

（
練
馬
区
　
男
性
）

環　
境　
に　
つ　
い　
て　
の　

ご
意
見

絶　
対　
反　
対　
。　
今　
迄　
凍　
結　
し　

て　
地　
下　
道　
に　
し　
ろ　
開　
削　
に　
し　

ろ　
、　
自　
動　
車　
の　
た　
め　
に　
人　
間　

が　
必　
要　
と　
す　
る　
や　
す　
ら　
ぎ　
の　

場　
所　
を　
こ　
わ　
す　
よ　
う　
な　
道　
路　

は　
絶　
対　
必　
要　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

自　
動　
車　
の　
増　
加　
を　
助　
け　
る　
よ　

う　
な　
こ　
と　
は　
や　
め　
て　
下　
さ　
い　
。　

外
環
は
絶
対
反
対
で
す　
。　

私　
の　
家　
で　
は　
車　
は　
や　
め　
ま　

し　
た　
。　
地　
球　
温　
暖　
化　
に　
も　
つ　

な
が　
る　
こ　
と　
で
す　
。　

（
練
馬
区
　
男
性
）

日　
頃　
よ　
り　
家　
の　
ま　
わ　
り　
の　
道　

を　
「　
ぬ　
け　
道　
」　
と　
し　
て　
使　
用　
す　
る　

車　
が　
多　
く　
、　
子　
供　
の　
交　
通　
安　
全　

と　
排　
ガ　
ス　
の　
点　
で　
迷　
惑　
し　
て　
い　

ま
す　
。　

外　
環　
開　
通　
に　
よ　
り　
、　
用　
賀　
近　

辺　
の　
交　
通　
量　
が　
ま　
す　
ま　
す　
増　
え　

る　
の　
で　
あ　
れ　
ば　
、　
建　
設　
に　
反　
対　

で
す　
。　

（
世
田
谷
区
　
男
性
）

進　
め　
方　
に　
つ　
い　
て　

の　
ご　
意
見

め　
っ　
た　
に　
遠　
出　
を　
し　
な　
い　
た　

め　
に　
、　
情　
報　
が　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

料　
金　
所　
、　
サ　
ー　
ビ　
ス　
エ　
リ　
ア　
、　
ガ　

ソ　
リ　
ン　
ス　
タ　
ン　
ド　
な　
ど　
で　
、　
チ　

ラ　
シ　
を　
わ　
か　
り　
や　
す　
い　
所　
で　
い　

た　
だ　
け
た　
ら　
と　
思　
い　
ま
す　
。　

（
埼
玉
県
　
女
性
）　

現　
在　
住　
ん　
で　
い　
る　
場　
所　
が　

ど　
う　
な　
る　
か　
、　
例　
え　
ば　
現　
状　

維　
持　
か　
他　
の　
形　
に　
変　
わ　
る　
の　

か　
ど　
う　
か　
、　
そ　
れ　
が　
い　
つ　
決　

定　
さ　
れ　
る　
の　
か　
。　
（　
家　
の　
補　

修　
を　
ど　
う　
す　
れ　
ば　
良　
い　
か　
の　

判　
断　
等　
に　
関　
わ　
っ　
て　
来　
る　
の　

で
切
実
）

（
杉
並
区
　
女
性
）

（　
1  

）　
道
路
の
真
上
に
あ
る

家
の
場
合
、　
い　
か
が
な
る
も　

の　
か　
（
具
体
的
に
教
え　
て　
ほ

し　
い
）
。　

（　
2

）　
ト　
ン　
ネ　
ル　
か　
ら　
の　
排　
出　

ガ　
ス　
が　
出　
る　
場　
所　
は　
決　
ま　
っ　

て　
い　
る　
の　
か　
。　
決　
ま　
っ　
て　
い　
た　

ら
教
え　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（　
3  

）　
ど　
こ　
か　
ら　
開　
削　
ボ　
ッ　
ク　
ス　

に　
な　
る　
の　
か　
、　
具　
体　
的　
に　
知　
り　

た　
い　
。　

（
調
布
市
　
女
性
）　

費　
用　
対　
効　
果　
、　
環　
境　
対　
策　

に　
つ　
い　
て　
十　
分　
な　
議　
論　
を　
尽　

く　
し　
、　
行　
政　
と　
し　
て　
正　
し　
い　

判　
断　
と　
勇　
気　
を　
も　
っ　
て　
対　
処　

す　
べ　
し
。　（

神
奈
川
県
　
男
性
）　

用
地
補
償
等
に

つ
い
て
の
ご
意
見

35  
年　
間　
も　
待　
た　
せ　
て　
お　
い　

て　
、　
ま　
だ　
待　
た　
せ　
る　
の　
か　
。　
買　

い　
取　
り　
請　
求　
し　
た　
ら　
買　
っ　
て　

く
れ　
る　
の　
か　
。　

（
三
鷹
市
　
男
性
）　

買　
収　
の　
際　
に　
は　
、　
今　
の　
生　
活　

が　
維　
持　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
代　
替　
地　

を
確
保
し　
て　
ほ　
し　
い　
。　

（
杉
並
区
　
女
性
）　

住　
民　
に　
と　
っ　
て　
、　
自　
分　
の　
家　

が　
買　
収　
さ　
れ　
る　
か　
ど　
う　
か　
は　

重　
要　
な　
問　
題　
。　
き　
ち　
ん　
と　
答　

え　
ら　
れ　
る　
資　
料　
を　
用　
意　
し　
て　

ほ　
し　
い　

（
調
布
市
　
男
性
）　

パ　
ン　
フ　
レ　
ッ　
ト　
に　
添　
付　
さ　
れ　
た　
ハ　
ガ　
キ　
等　
に　
よ　
る　
ご　
意　
見　

関
係
七
区
市
、　
首
都
圏
か
ら

こ　
こ　
で　
は　
、　
ハ　
ガ　
キ　
、　
電　
話　
、　
フ　
ァ　
ッ　
ク　
ス　
及　
び　
E
メ　
ー　
ル　
で　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
ご　
意　
見　
の　
う　

ち
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

調布市立第八中学校

三鷹市井の頭コミュニティ・センターの相談所

外環計画についてあなたの声をお聞かせ ください。


